
- 1 - 
 

かつらぎ町訓令甲第１９号 

庁 中 一 般 

各出先機関 

 

令和７年度予算編成方針を次のとおり定めるので、的確な処理を期されたい。 

 

 

令和６年１０月１日 

 

かつらぎ町長  中 阪  雅 則   

 

 

令 和 ７ 年 度 予 算 編 成 方 針 

 

 

１ 町の状況 

 

かつらぎ町は近年、ふるさと納税の拡充などの臨時的な財源確保対策や事務事業

の見直しに取組んできた。その結果、財政状況は徐々に好転し、財政調整基金の令

和５年度末残高は１６億円を超えるに至った。 

令和５年度決算においては、委託料などの物件費や一部事務組合への負担金など

の経常的経費の増加が大きかったことから、経常収支比率は９８．３％となり、前

年度と比べ１．２ポイント上昇した。 

その一方で、財政調整基金の残高は近年、増加傾向にあり、平成３年度の財政調

整基金積立開始以降、２年連続で過去最高額を更新した。 

 

経常収支比率は上昇したものの財政調整基金残高が増加するなど、財政状況は安

定しつつある中で、庁舎の整備や公共施設の耐震化、地域公共交通の見直し、人口

減少など解決していかなければならない課題も数多く見受けられる。 

 

しかしながら、定住支援や子育て施策などを実施してきた結果、０歳から１４歳

までの社会増減は、令和２年度以降プラスで推移し、令和５年度はプラス２６人と

なった。 

 

今後も一般財源の減収に備えるとともに、将来への投資という観点のもと施策の

重点化を図り、財源確保及び行財政改革の徹底を継続し、人口減少に歯止めをかけ、

持続可能な財政構造を確立する必要がある。 
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２ 基本方針 

 

かつらぎ町を含め、全国的に少子高齢化に伴う人口減少が社会的課題になってい

る。かつらぎ町においてまちの活力を維持していくためには、働く場所、住む場所、

生活を支える場所が必要である。そのため、防災・減災対策、住環境整備をはじめ

とする、かつらぎ町が抱えている課題や問題を改善し、第５次長期総合計画に掲げ

る「みんなが住みやすく 笑顔と活気あふれる かつらぎ町」の実現を目標とし、

取り組みを進めていくことが重要である。 

 

これらの観点を念頭に置き、令和７年度予算は、現在の財政状況を踏まえ、持続

可能な財政構造を確立していくため、健全な財政運営を基本としながら、「みんな

が住みやすく 笑顔と活気あふれる かつらぎ町」を実現するために、以下の方針

により編成するものとする。 

 

（１） 施策・事業の重点化 

 

「みんなが住みやすく 笑顔と活気あふれる かつらぎ町」の実現につながる施

策・事業について重点化を図ることとし、次の５項目を重点項目とする。 

 

施策・事業の重点化にあたっては、本町の施策全体を見渡し、行政課題の緊急性

や重要性、事業実施による費用対効果（将来にわたるコスト計算を含む投資に伴う

効果）を見極め、施策・事業の「選択と集中」を図り、既存の施策・事業の再構築

や最適化など、「スクラップ・アンド・ビルド」を基本とする。 

 

重点項目 

① 安全で安心して暮らせるまちづくり 

② 子育てしやすい、人を育むまちづくり 

③ 福祉と健康のまちづくり 

④ にぎわいを創出するまちづくり 

⑤ 持続可能なまちづくり 

 

（２） 財源確保の徹底 

 

町税や使用料などの自主財源については、収納対策の強化や収入の増加につな

がる利活用の促進に努める。 

また、国・県支出金などの依存財源については、現行制度や新たな補助制度を

十分に研究・活用し、積極的な活用を図ること。 
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なお、事業に要する財源は、自らが確保する意識を持ち、歳入の確保があって

の歳出であることを常に念頭に、柔軟な発想による財源の発掘、獲得に積極的に

取り組むこと。 

 

（３） 行財政改革の徹底 

 

行政改革の取り組みを実効性のあるものにするためには、職員一人ひとりが行

政改革の意義を十分に理解し、自覚と責任をもって積極的に取り組む必要がある。 

 

限られた財源を効率的に活用することを基本に、担当課（室・局）において事

業の効果や必要性を検証すること。 

 

これまで継続的に実施してきた事業等についても、前例踏襲とせず、変化に柔

軟に対応するとともに、事業の目的やこれまでの成果を改めて確認したうえで、

必要性、効率性、実効性などを再検証し、事業手法を根本から見直し、また目的

を達成した事業は廃止すること。 

 

町政全体を視野に入れ、課（室・局）間の相互連携に努め、行政資源の有効活

用を図ること。 


